
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

第
三
十
七
条

法
別
表
第
二
の
八
十
三
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、

同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と

す
る
。

第
三
十
七
条

法
別
表
第
二
の
六
十
六
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、

同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と

す
る
。

﹇
一
〜
六

略
﹈

﹇
一
〜
六

同
上
﹈

第
三
十
八
条

法
別
表
第
二
の
八
十
四
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、

同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と

す
る
。

第
三
十
八
条

法
別
表
第
二
の
六
十
七
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、

同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と

す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

第
三
十
八
条
の
二

法
別
表
第
二
の
八
十
五
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同

項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と
す

る
。

第
三
十
八
条
の
二

法
別
表
第
二
の
六
十
八
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同

項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と
す

る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

第
三
十
八
条
の
二
の
二

法
別
表
第
二
の
八
十
七
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

務
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

る
情
報
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
の
理
学
療
法
士
又
は
作

業
療
法
士
の
免
許
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
戸

籍
関
係
情
報

二

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
理

学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
登
録
事
項
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
に
係
る
者
に
係
る
戸
籍
関
係
情
報

三

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
第
四
条
第
二
項
の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
登
録
の
消

除
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
に
係
る
者
に
係
る
戸
籍
関
係
情
報

四

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
理
学
療
法
士
免
許
証
又
は
作
業
療
法
士
免
許

証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
戸

籍
関
係
情
報

五

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
理
学
療
法
士
免
許
証
又
は
作
業
療
法
士
免
許

証
の
再
交
付
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
戸
籍
関

係
情
報

第
三
十
八
条
の
三

法
別
表
第
二
の
八
十
八
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情

報
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

法
別
表
第
二
の
六
十
九
の
二
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

務
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

る
情
報
と
す
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

第
三
十
九
条

法
別
表
第
二
の
八
十
九
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
母
子
保
健
法
第
二
十
一
条
の
四
第

一
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
表
の
八
十
九
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ

る
情
報
と
す
る
。

第
三
十
九
条

法
別
表
第
二
の
七
十
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
母
子
保
健
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一

項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
表
の
七
十
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情

報
と
す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

第
三
十
九
条
の
二

法
別
表
第
二
の
九
十
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並

び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二
号
の
求
職
者
の
知
識
及

び
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
（
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
事

務
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二

法
別
表
第
二
の
七
十
一
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二
号
の
求
職
者
の
知
識

及
び
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
（
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る

事
務
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈
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